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　　本調査票は、貴事業所の基本的な概要について記載していただくものです。

　　

 28 年 1 月 4 日

〒

)

名 27 年 4 月 1 日

　経営主体 株式会社東立

事業所名
さくら保育園川口東口園 種別 　小規模保育事業

（施設名）

基　本　調　査　票

本調査票の記入日： 平成

設置・運営主体

　設置主体 株式会社東立

FAX 048-299-4901

Email sakura27oikuen@yahoo.co.jp

ＵＲＬ

所在地 332-0017

川口市栄町三丁目12番11号コスモ川口栄町204号室

電　話 048-255-7531

利用定員 19 開設年 平成

理念・基本方針

 ・保育の提供に当たっては、乳幼児の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進
   することに最もふさわしい生活の場を提供するよう努めます。
 ・保育に関する専門性を要する職員が、家庭との緊密な連携の下に、乳幼児の状況や
　 発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行います。
 ・乳幼児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携をはかりながら、乳幼児の
   保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援を行うよう努めます。
 ・児童福祉法、保育所保育指針及び川口市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
　 する基準を定める条例その他関係法令を遵守し、事業を実施します。

施設長氏名 白根　寿々江

調査対応担当者 白根　寿々江 （所属、職名： 所長

　　開所時間
 7時30分から19時30分まで

（通所施設のみ）

【調査機関】　株式会社　ブルーライン
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【利用者の状況に関する事項】 　 　

【職員の状況に関する事項】

） 人

人

人

人

人

) 人

人 人

人 人

歳 （

年 （

０歳児 6 6 1 2

定　員 利用児童数 クラス数
１クラスあたり
平均児童数

１クラスあたり
平均保育士数

２歳児 7 7 1 1.5

１歳児 6 6 1 1.5

４歳児 0 0 0 0

３歳児 0 0 0 0

計 19 19 3

５歳児 0 0 0 0

0　人

栄養士・調理員 人 その他（ 施設長 1

（注）１クラスあたり平均児童数は２クラス以上ある場合に記載。非常勤保育士等については常勤換算で
計算。異年齢児クラスはその区分ごとに記載。

常勤職員数 6 人

うち
保育士 5 人 保健師・看護師 　

人）

保健師・看護師 （常勤換算 人）

非常勤職員数 2 （常勤換算 0.7 人）

うち

保育士 1 （常勤換算 0.2

栄養士・調理員 1 （常勤換算 0.5 人）

その他（ 事務・保育補助

非常勤：

（３）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均年齢 37.8 歳）

（常勤換算 人）

（注）常勤換算計算式　　非常勤職員：それぞれの週あたりの勤務延時間数の総数÷当該保育所の常
勤職員が勤務すべき時間数。栄養士・調理員：調理業務を委託している場合には「委託」と記載。

（２）前年度採用・退
職の状況

採用 常勤： 非常勤：

退職 常勤：

（４）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均在職年数 0.75 年）

（注）現在の保育所での在職年数。ただし、同一の運営主体(法人・自治体)内の児童福祉施設間の異
動は通算可(公営の場合には保育主管課在職期間も通算可）。小数点以下第二位を四捨五入。
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【本来事業に併設して行っている事業】

）

人

・ボランティアの業務

【実習生の受け入れ】

保育士 人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

【施設の状況に関する事項】

　※耐火・耐震構造は新耐震設計基準（昭和５６年）に基づいて記入。

　乳児保育 ○ 保育料に含む

　延長保育 ○
1回30分:400円、1月4000

円

事業名 実施の有無 利用料

　一時保育

　地域子育て支援センター

　休日保育

　障害児保育

　その他（事業名： 就労継続支援Ａ型

（注）実施事業には有無欄に○を付し、利用料を記載する。自主事業も含む。

【ボランティア等の受け入れに関する事項】

　乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）

　アレルギー等対応給食 ○ 保育料に含む

その他

（１）建物面積
　　（保育所分）

77.73

児童１人あたり 4.1

・平成 26 年度におけるボランティアの受け入れ数（延べ人数）

㎡

㎡（計算式：建物延べ床面積合計÷定員）

・平成 26 年度における実習生の受け入れ数（実数）

今後、受け入れを検討致します。

㎡

㎡（計算式：園庭面積合計÷定員）

　耐火

年

（３）耐火・耐震構造

（４）建築（含大改築）年 平成 13

（２）園庭面積
0

児童１人あたり 0

　耐震

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ
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【サービス利用者からの意見等の聴取について】

【その他特記事項】

【第三者評価の受審状況】

　・受審回数（前回の受審時期）

回 年度）

　貴施設（事業所）において、提供しているサービスに対する利用者からの意見を聞くためにどのよ
うな取り組みをされていますか。具体的にご記入ください。

　貴施設（事業所）の特徴的な取り組み等について具体的にご記入ください。

（平成

毎日の連絡帳で、コンタクトを取ったり、行事ではアンケート調査にご協力いただいております。そ
の行事毎に写真撮影をして、後日改めてご報告をさせて頂くと共に、販売もしております。また、
日々の送迎の際に直接親御様とお話し、必要に応じて、時間を取り、面談をしております。

児童の健やかなる成長を願い、生活習慣面・体力面・食育面・知的好奇心の育成面・情緒面に焦点を
当て、取り組んでおります。
1.生活習慣面：日々の生活において必要となる、排泄・着脱・身仕度・整理整頓を自立に向け介助し
ながら、取り組む。
2.体力面：毎朝、体操をする。また、雨天時以外はなるべく戸外で、外気浴しながら体力向上に、取
り組む。
3.食育面：ま（豆類）ご（胡麻）わ（海藻類）や（野菜）さ（魚類）し（きのこ類）い（芋類）をス
ローガンに、好き嫌い無く、感謝して食事する。
4.知的好奇心の育成面：朝の会において、集中力を養うために100枚のフラッシュカードを高速で見
せたり、英語での会話を楽しむ。（アウトプットもしながら、スパイラルな方法で定着を図る。）
5.情緒面：絵本や音楽（歌、手遊び、ダンス、劇遊び）などで情緒面の育成を図る。

【調査機関】　株式会社　ブルーライン


